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武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　
　

大
館
市
立
南
中
学
校
に
お
け
る

武
道
授
業
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
取
組

大
館
市
教
育
委
員
会

　

大
館
市
は
秋
田
県
の
北
部
に
位
置
し
、
秋
田
県
の
北
の
玄
関
口
と
な
り
ま
す
。
平
成
17
年
３

月
に
大
館
市
・
比
内
町
・
田
代
町
の
１
市
・
２
町
が
合
併
し
、
新
た
な
「
大
館
市
」
が
誕
生
し

ま
し
た
。
大
館
は
、
秋
田
犬
「
忠
犬
ハ
チ
公
」
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、
郷
土
料
理
「
き
り
た
ん

ぽ
鍋
」
の
本
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　

大
館
市
で
は
「
自
立
の
気
概
と
能
力
を
備
え
、
ふ
る
さ
と
の
未
来
を
切
り
拓
く
総
合
的
な
人

間
力
」
を
お
お
だ
て
型
学
力
と
定

義
し
、「
共
感
的
・
協
働
的
な
学

び
合
い
」
＝
「
響
学
」
を
通
し
て
、

未
来
大
館
市
民
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
大
館
市
立
南
中

学
校
で
は
、「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、

深
く
学
び
、
豊
か
に
表
現
し
よ
う

と
す
る
生
徒
の
育
成
」
を
教
育
目

標
に
掲
げ
、
未
来
大
館
市
民
の
育

成
に
励
ん
で
い
ま
す
。

秋田犬

きりたんぽ鍋
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入
っ
た
。

　

例
え
ば
、
体
落
と
し
の
技
の
習
得
で

は
「
取
」
は
前
回
り
さ
ば
き
で
、
膝
付

き
姿
勢
の
「
受
」
を
前
に
崩
し
な
が
ら

右
足
を
踏
み
出
し
、
前
方
に
投
げ
る
と

い
う
動
作
か
ら
、
慣
れ
て
き
た
ら
、

「
受
」
の
姿
勢
を
中
腰
、
立
位
と
段
階

的
に
高
く
し
て
い
っ
た
。

　

受
け
身
だ
け
に
限
ら
ず
、
技
の
習
得

に
つ
い
て
は
、
生
徒
の
安
心
・
安
全
の

た
め
に
、
低
→
高
、
遅
→
速
、
固
定
→

移
動
な
ど
の
段
階
的
な
指
導
を
行
っ

た
。

⑶
知
識
の
習
得
と
技
能
の
向
上

①
技
が
か
か
る
仕
組
み
を
考
え
る

　

柔
道
で
は
、
相
手
の
重
心
を
崩
し
、

倒
れ
る
力
を
利
用
し
て
そ
の
方
向
に
投

げ
る
こ
と
が
原
理
と
さ
れ
て
い
る
。
ス

ム
ー
ズ
に
投
げ
る
た
め
に
は
、
て
こ
の

原
理
と
同
様
、
出
足
を
押
さ
え
る
こ
と

で
技
が
か
か
り
や
す
く
な
る
こ
と
に
気

付
か
せ
た
。

②
「
分
か
る
」
に
つ
な
が
る
板
書

「
追
究
」
の
場
面
で
、
ペ
ア
で
動
い
た

り
、
話
し
合
っ
た
り
し
て
見
付
け
た
ポ

イ
ン
ト
を
板
書
し
た
。
こ
う
す
る
こ
と

で
、
知
識
が
可
視
化
さ
れ
、「
分
か
っ

た
」
か
ら
、
技
が
「
で
き
た
」
に
つ
な

が
っ
た
。

体落としの段階的な指導（示範）

２年生：大外刈りが決まる仕組みは？
○崩しで、刈る足に体重をかける。
○体重がかかった足を刈り上げる。
○軸足がなくなる。

１年生：膝車、支え釣り込み足がかかる理由は？
○「取」の足がつっかえ棒になる。
○「受」が引っ張られ、重心が前になった時、出足
を押さえられる。
　出足の膝…膝車
　〃　足首…支え釣り込み足
○「受」の足の支えになる足が、崩しによって浮く。

３年生：同じ方向にかけるとが決まる仕組みは？
○崩しで、刈る足に体重をかける。
○体重がかかった足を刈り上げる。
○軸足がなくなる。

追究場面において、生徒が見付け発表したもの

け
で
は
な
く
、
２
、
３
年
生
に
も
、
常

に
受
け
身
の
重
要
性
を
伝
え
、「
頭
を

打
た
な
い
」
よ
う
に
、
受
け
身
の
仕
方

を
し
っ
か
り
身
に
付
け
さ
せ
る
よ
う
に

し
た
。
ま
た
、「
受
」
と
「
取
」
の
関

係
性
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
２
人

ペ
ア
で
の
練
習
を
初
歩
の
段
階
か
ら
組

み
、「
受
」は「
頭
を
打
た
な
い
」こ
と
、

「
取
」
は
「
引
き
手
を
離
さ
な
い
」
こ

と
を
身
に
付
け
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。

②
段
階
的
な
技
の
指
導

　

立
ち
技
を
習
得
さ
せ
る
た
め
に
、「
崩

し
→
体
さ
ば
き
→
技
の
か
け
」
と
い
っ

た
一
連
の
動
き
と
合
わ
せ
て
、
安
全
な

受
け
身
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
か
ら２人ペアでの受け身練習（横受け身）

１

は
じ
め
に

大
館
市
立
南
中
学
校

保
健
体
育
科
教
諭　

間ま

嶋じ
ま

敏と
し

　

教
員
自
身
が
柔
道
未
経
験
者
で
あ
る

た
め
、「
生
徒
の
安
心
・
安
全
へ
の
配

慮
」
や
「
基
礎
・
基
本
を
定
着
さ
せ
な

が
ら
柔
道
の
楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ
る
」

こ
と
に
つ
い
て
、
教
員
一
人
の
指
導
で

は
難
し
さ
を
感
じ
る
。

　

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
、
外
部
指
導

者
や
、
校
内
の
柔
道
経
験
者
の
協
力
を

得
て
、
授
業
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
実

践
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

２

実
践
内
容
に
つ
い
て

時
間
程
度
の
計
画
で
行
っ
た
。
少
な
い

時
数
で
の
計
画
で
あ
る
が
、
３
年
間
を

見
通
し
、「
技
能
」
だ
け
に
偏
る
こ
と

な
く
、「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」、「
知
識
、

思
考
・
判
断
」
の
内
容
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
入
れ
て
計
画
し
た
。

⑵
安
心
・
安
全
へ
の
配
慮

①
受
け
身
の
習
得

　

柔
道
の
安
全
指
導
の
要
は
、
受
け
身

の
習
熟
に
あ
る
。
準
備
運
動
や
補
強
運

動
に
加
え
、
ど
の
学
年
も
受
け
身
練
習

を
必
ず
行
う
よ
う
に
し
た
。
１
年
生
だ

第３学年『武道：柔道』学習計画
解理・識知能技断判・考思度態・欲意・心関

①柔道の学習に自主的に取り組 ①自己の技能・体力の程度に応 ①柔道では、相手を崩して投げ ①武道の伝統的な考え方につい
もうとしている。 じた得意技を見付けている。 たり、抑えたりするなどの攻 て理解したことを言ったり書

②相手を尊重し、伝統的な行動 ②提供された攻防の仕方から、 防を展開するための相手の動 き出したりしている。
の仕方を大切にしようとして 自己に適した攻防の仕方を選 きの変化に応じた基本動作か ②技の名称や見取り稽古の仕方

を例体具たし習学、ていつに、技意得、技るなと本基、ら。るいでん。るい
③自己の責任を果たそうとして ③仲間に対して、技術的な課題 連絡技のいずれかができる。 挙げている。

方め高の力体たし連関に道武③つに択選の法方習練な効有や。るい
を例体具たし習学、ていつに。るいてし摘指ていとうお合え教い合け助にい互④

。るいてげ挙めたるす保確を全安や康健④。るいてし
理、ていつに法方の察観動運④習練な切適てじ応に調体、に。るいてし保確を全安・康健⑤
出き書りたっ言をとこたし解。るいでん選を法方

。るいてしりたしのめたむし楽てし続継を道武⑤
習学、ていつに方い行の合試⑤見を方りわかかたし適に己自

。るいてげ挙を例体具たし。るいてけ付

指 導 内 容 度着定の習学準規価評、題課・いらねの習学

。うよめ深を解理ていつに方め進の業授やさし楽の道柔★ンョシーテンエリオ１
①オリエンテーション 【関ー⑤】運動場所や器具の安全に気を配っている。
②器具の配置と練習 【知ー①】武道の伝統的な行動の仕方でわかったことをカ

ードに記入する。

う。よみでん込え抑を手相、し出い思を技め固の習既★Ⅰ認確の技習既２
①固め技の確認（抑え込み、返し） 【関ー②】ルールを守って、相手をけがさせないように運

か。たし動ムーゲ技め固②
【技－①】相手を抑えたり、返したりすることができたか。

。うよみてし試で習練束約、り返り振を技ち立の習既★Ⅱ認確の技習既３
①支えつり込み足、ひざ車の確認 【知ー②】既習技のかけ方を自分の言葉でカードにまとめ

。るり刈内小、り刈内大②

を技ち立の習既★Ⅲ認確の技習既４ 振り返り、自由練習で試してみよう。
。かたしとうお合え教にい互】⑤ー関【腰大、しと落体①

②既習技で自由練習 【思ー③】友達に対してどんなことを指摘したのか。

？はとトンイポのげ投い負背★Ⅰ技るなと本基５
か。ため組り取に習練てし慮配に調体や全安】④ー思【げ投い負背①
る。めとまにドーカをトンイポのげ投い負背】②ー知【習練束約②

んど、てじ応にき動の手相★Ⅱ技るなと本基６ な技をかければよいだろうか。
①背負い投げ復習 【思ー②】技の攻防で留意したことは。
②既習技で自由練習 【技ー①】相手の動きの変化に応じて技をかけることができたか。

。うろだのいすやりま決ぜな、技絡連るけかに向方じ同★Ⅰ技絡連や技意得７
①同じ方向にかける技の連絡
②話し合いと試し 【知ー②】かかる仕組みについて動きの具体例をあげて

いる。

ろだのいすやりま決、ぜな、は技絡連るけかに向方う違★Ⅱ技絡連や技意得８
①違う方向にかける技の連絡 う。

てげあを例体具のき動ていつにみ組仕るかか】②ー知【し試とい合し話②
いる。

？はとりわかかの己自と道柔★り返り振の習学９
か。ため組り取にムーゲてし慮配に全安】⑥ー関【合試易簡①

か。いたきいてっわ関うどと道柔後今】⑤ー思【り返り振の習学②

⑴
単
元
の
計
画

　

柔
道
は
、
中
学
校
で
初
め
て
経
験
す

る
運
動
種
目
で
あ
る
た
め
、
生
徒
の
発

達
段
階
を
十
分
考
慮
し
て
計
画
し
て
い

る
。
ま
た
、
外
部
指
導
者
等
の
協
力
を

得
る
場
合
、
そ
の
方
と
の
連
絡
調
整
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
適
切
な
時
数
を
確
保

し
な
が
ら
も
、
効
果
的
な
指
導
の
た
め

の
計
画
を
立
て
る
よ
う
に
し
た
。

○
１
年
生
…
受
け
身
、
固
め
技
、
立
ち

技
（
膝
車
、
体
落
と
し
）

○
２
年
生
…
受
け
身
の
復
習
、
立
ち
技

（
刈
り
技
、
大
腰
）

○
３
年
生
…
立
ち
技
（
背
負
い
投
げ
、

連
絡
変
化
）

　

実
際
に
は
、
各
学
年
と
も
に
８
～
９
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○
振
り
返
り
の
充
実

　

授
業
の
終
わ
り
は
、
振
り
返
り
の
視

点
を
与
え
て
、
振
り
返
り
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
次

時
へ
の
意
欲
に
つ
な
が
る
他
、
自
分
の

技
能
の
高
ま
り
に
合
わ
せ
て
、
学
習
し

た
こ
と
が
知
識
と
な
っ
て
い
く
効
果
が

あ
る
。
こ
の
学
習
で
は
、
学
習
カ
ー
ド

へ
記
入
後
、
お
互
い
の
振
り
返
り
を
グ

ル
ー
プ
で
発
表
し
合
い
、
そ
の
後
、
全

体
で
も
共
有
し
た
。

○ 本時のねらい 膝車をかけるための崩しや体さばきを追究する活動を通して、膝車を身に付けるた
めの技術的なポイントについて、学習した具体例を言葉や動きで表現することができ
る。

○ 学習過程

学習内容 時間 支援・評価 教師の準備・資料

１ 課題の確認をする。 ５ ・課題が明確に意識できるように、前時の学習 ・50分ものさし
の振り返りと本時の学習の流れを提示する。 ・学習カード

相手に膝車をかけるには、どのような崩し方や体さばきを行えばよいだろうか。

２ 準備・補強運動、受 １０ ・横受け身の練習では、ペアで安全にできるよ ・技の名称の
け身の練習を行う。 うにスペースを確保するように助言する。ま 短冊

た、巡視を行い、頭部を守るように助言する。

・し崩、にうよるれわ行にズームスが究追題課・０１３ 崩しと体さ
ペアで膝車をかけ と体さばきの方向について考えるように指示 ばきに関す

料資る。るすをときばさ体の時る
崩しについて追究 ☆ペアでお互いに気付いたことを言葉で伝え合

体主、にめたるすりためか確でき動、りたえ。るす
的な学びの雰囲気をつくるようにする。

４ 全体で追究したこと ５ ・膝車で相手を崩すには、「引き手」と「釣り手」
を発表し合い、膝車 が重要であることに気付かせるために、教師
の崩しと体さばきの による演示を行う。
ポイントについて確
認する。

５ 約束練習で崩しと体 １０ ・安全のために、「受」はしっかり横受け身をと ・安全面で気
さばきについて試し ること、「取」は引き手をはなさないことを徹 を付けるポ

トンイ。るせさ底。るみて

相手に膝車をかけるための、崩し方と体さば
きについて、学習した行い方を言葉や動きで
表現している。

６ 学習のまとめを行う。 ５ ・技の名称と行い方についての理解が深まるよ
うに、自分の言葉で学習カードにまとめさせ
る。

７ 学習の振り返りを行 ５ ・学習の成果を共有するために、振り返ったこ ・学習カード
。う合し表発で体全や班をと。う

☆は生徒指導の機能を生かした場面 は中心的な活動 は評価とその方法

○ 板書計画

【学習課題】
】めとま【なうよのど、はにるけかを車膝に手相

崩し方や体さばきを行えばよいだろうか。
膝車の崩しと体さばき

課題確認 膝車 ができたか。
準備・補強
・横受け身 くずし 体さばき 【振り返り】

本時の活動 ・ ・
＜膝車の崩しと体さばき＞ ど、てし崩にうよのど・・

え行をきばさ体に向方の・・究追のでアペ①
。かのるかかが車膝ば認確のでアペ②

③全体での確認
④約束練習

本時の振り返り

知識・理解

観察・カード

安全面の留意点

50

　

こ
こ
で
は
、
１
単
位
時
間
の
授
業
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
た
か
、
そ
の
学
習
過

程
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
１
年
生
で
行

っ
た
授
業
で
あ
る
が
、
扱
っ
た
立
ち
技

の
一
つ
で
あ
る
「
膝
車
」
に
つ
い
て
、

前
時
の
学
習
で
身
に
付
け
た
知
識
を
生

か
し
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

の
実
現
を
図
る
よ
う
に
し
た
。

○
本
時
の
ね
ら
い
と
学
習
過
程
（
次
頁

図
）

○
評
価
「
知
識
・
理
解
」

　

具
体
的
に
は
、「
釣
り
手
と
引
き
手

に
よ
る『
崩
し
』の
重
要
性
に
気
付
き
、

そ
の
行
い
方
を
学
習
カ
ー
ド
に
ま
と
め

た
り
、
発
表
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

た
か
」
で
あ
る
。

○
課
題
設
定

　

前
時
に
「
膝
車
が
な
ぜ
か
か
る
の

か
？
」
と
い
う
仕
組
み
に
つ
い
て
習
得

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
導
入
で
は
、「
よ

り
ス
ム
ー
ズ
に
」「
安
全
に
」
と
い
う

「体落とし」についての板書

３

実
際
の
授
業
に
つ
い
て

ね
ら
い
か
ら
設
定
す
る
よ
う
に
し
た
。

そ
の
際
、
主
体
的
な
活
動
に
な
る
よ
う

に
、
生
徒
か
ら
出
さ
れ
た
言
葉
を
も
と

に
、
課
題
を
設
定
し
た
。

○
ペ
ア
に
よ
る
課
題
追
究

　

実
際
に
技
を
か
け
合
い
な
が
ら
、「
崩

し
」
と
「
体
さ
ば
き
」
に
つ
い
て
ポ
イ

ン
ト
を
話
し
合
わ
せ
た
。
生
徒
た
ち

は
、動
き
の
中
で
、前
時
で
学
ん
だ
「
技

が
か
か
る
原
理
」
と
「
崩
し
」
で
、
よ

り
相
手
が
不
安
定
に
な
り
、
技
が
か
か

り
や
す
く
な
る
状
況
に
気
付
く
こ
と
が

で
き
た
。
そ
こ
か
ら
、「
引
き
手
」と「
釣

り
手
」
の
重
要
性
を
自
分
た
ち
で
導
く

こ
と
が
で
き
た
。

○
実
際
の
板
書

「
学
習
の
流
れ
」
と
、
課
題
に
対
し
て

の
「
ま
と
め
」
と
「
振
り
返
り
」
を
提

示
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
見
通
し
を
も

っ
て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
教
師
自
身
の
見
通
し
に
も
つ
な
が

っ
た
。
な
お
、
学
習
課
題
は
生
徒
か
ら

出
た
言
葉
で
設
定
し
た
。

ペアでの課題追究
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こ
れ
ま
で
、
柔
道
の
授
業
に
関
わ
っ

て
く
だ
さ
っ
た
指
導
者
の
方
々
の
お
力

添
え
に
よ
り
、
柔
道
未
経
験
者
の
教
員

で
あ
っ
て
も
、
安
心
・
安
全
に
配
慮
し

た
段
階
的
な
指
導
や
、
技
が
か
か
る
原

理
の
追
究
、
主
体
的
・
対
話
的
な
学
び

を
つ
く
る
学
習
展
開
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
指
導
法
に
つ
い
て
学
び
、
そ
れ
を
自

分
の
指
導
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
た
。

「膝車」についての実際の板書

振り返りでグループ内で伝え合っている様子

４

お
わ
り
に

　

柔
道
に
苦
手
意
識
を
も
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
自
分
か
ら
技
を
か
け
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
投
げ
る

時
は
、
体
の
つ
く
り
を
ふ
ま
え
て
、
ど
こ

を
崩
し
た
ら
い
い
の
か
、
友
達
と
研
究
も

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
柔
道
を
テ
レ

ビ
で
観
た
時
に
、
習
っ
た
技
が
あ
っ
た

ら
、
関
心
を
も
っ
て
い
け
そ
う
で
す
。

○
生
徒
の
感
想
か
ら

　

こ
の
よ
う
に
、
学
習
を
通
し
て
、
多

く
の
生
徒
が
柔
道
の
楽
し
さ
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
、
安
全
に
配

慮
し
な
が
ら
も
、学
習
し
た
生
徒
が「
楽

し
い
」
と
感
じ
る
柔
道
の
授
業
を
追
究

し
て
い
き
た
い
。

受け身の学習

寝技の学習
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